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Fig 2.ゲンジボタル成虫各集団の､発光器における時刻ごとのnos遺伝子発現量｡17時､20時､
23時､2時､5時の静止中と20時の飛期中の値を示す｡バーは標準偏差(S. D.)を示す｡青森､宮城
は東日本型(4秒型)､滋賀､岡山､高知は西日本型(2秒型)｡
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論文審査結果の要旨
本研究は､ホタルの発光制御にNOが関係しているとする仮説を､ゲンジボタル､ -イケボタル､オバ
ボタルを用いて検証することを目的としている｡一酸化窒素(NO)による酸素供給の制御により､発光明滅
が生じるという説を検証するために､決定したホタルnos遺伝子の配列情報を用い､発光とDOS遺伝子発
現との関連を調査した｡ NOが発光を引き起こすことやNOSが発光器に存在していることは既に示され､
発光反応ではNOによる酸素供給の制御があると考えられていたが､実際に発光時にNOSが使われて
いるのかは現在までにどの研究でも確認されていなかった｡本研究では､ホタルnos遺伝子の発現解析
を行ない､以下の結果を得た. (1)発光明滅しないオバボタルおよびゲンミ赤タル幼虫の発光器でもDOS
遺伝子の発現が確認された｡ (2)ゲンジボタルでは､頭部でのnos遺伝子の発現がもっとも高く､発光器
ではもっとも少なかった｡しかし､幼虫では発光器での発現がもっとも高かった｡ (3)発光の周期の違い､ま
た明滅をもっともよく行う時間とそうでない時間帯で､ DOS遺伝子の発現に違いはなかった｡ (4)ゲンジボタ
ルにNOを増減させる薬剤を与える実験も行った｡しかし､ NO供与剤､除去剤のいずれを与えた場合も
発光活動に変化は認められなかった｡これら一連の結果から､発光明滅がNOによって制御されている
説を支持することができず､発光明滅にはNOによる酸素供給以外の機構が関係していると示唆された｡
本研究は､ NOSによるホタル発光制御の説を初めて検証したものであり､少なくともNOS遺伝子
の発現がホタルの明滅に関与しているとする説を否定した結果となり､ホタル発光研究に重要な
示唆をあたえるものである｡したがって,大槻朝氏提出の論文は,博士(生命科学)の博士論文
として合格と認める｡
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